
境川木曽東調節池について

東京都建設局河川部

東京都南多摩東部建設事務所

平成２９年 ７月２６日（水）

※本資料は、７月２６日に町田市木曽森野コミュニティーセンターで開催した事業説明会で配布した資料です。

＜問い合わせ先＞

○調節池の計画等に関すること
東京都建設局河川部計画課 ℡ 03-5320-5415

○調節池の工事に関すること
東京都南多摩東部建設事務所工事課 ℡ 042-720-8676



境川
東京都全体図

町田市

境川金森調節池
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境川木曽東調節池

俣野地区
下飯田地区
今田地区

15万m3
57万m3
32万m3

＜神奈川県管理区間＞

護岸や遊水地の整備を進めているが 、完了

までには、長期間を要する見込み。

平成２６年９月○日
建設局河川部計画課総合治水河川係

⑤相鉄線橋梁部付近（着手）

１．境川の整備状況

⑥境川遊水地（整備済）

⑦藤沢橋付近（未整備）

＜東京都管理区間＞

・護岸整備はほぼ完了。

（護岸整備率９８％ （H2 8年度末） ）
・旧河川敷を活用した遊水地なども整備。

・下流側県管理区間が整備中のため、河

床を十分に掘り下げられない。

②護岸整備（河床未掘削）

③④旧河川敷遊水地（整備済）

鶴間一号橋

鶴間公園

＜鶴金橋上流付近(約15,500m3)＞

＜鶴間1号橋付近(約7,500m3）＞計104万 

①風間遊水地（整備中） 根岸橋

鶴瀬橋

全長約５２km

神奈川県管理区間
約２５．６km

境川
東京都全体図

町田市

平成２６年９月○日
建設局河川部計画課総合治水河川係

根岸橋

1

鶴瀬橋

3
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＜ 整 備 の ポ イ ン ト ＞

・調節池整備及び狭さ く部の解消を早期に実施し、

治水安全度を段階的に向上。

・県管理区間の河道整備は継続して実施。

・県下流区間整備完了後、都 、県上流区間の河床

掘削を行い、約 3 0年で目標整備水準を概ね達成。
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管理者

県
（下流）

整備内容 前期（1～10年） 中期（11～20年） 後期（21～30年）

県
（上流）

①風間遊水地
②護岸整備
③河床掘削

⑨相鉄線上流遊水地
⑩相鉄線狭さく部
⑪藤沢橋狭さく部
⑫河道整備

都
（中流）

④境川木曽東調節池

⑤境川金森調節池

⑥その他調節池

⑦暫定河床掘削

⑧河床掘削
　（都区間全域）

今後の予定（東京都・神奈川県） （境川水系河川整備計画）

２．今後の整備スケジュール



３．H２０年８月末豪雨による水害状況

被害状況写真

＜森野橋上流＞ ＜上鶴間橋下流＞

１時間1００ミリ
超えの豪雨を
記録

雨量グラフ（町田市図師 H20.8.28）

東 京 都 管 理 区 間 1 0 . 5 ㎞

境川からの溢水による浸水箇所

境川金森調節池
境川木曽東調節池

（境川クリーンセンター）

溢水の痕跡

＜境橋下流＞

浸水面積 床上浸水 床下浸水 被害額

町田市 4 . 5 9 h a 1 4棟 3 2棟 約 5 . 2億円

相模原市 5 . 5 2 h a 1 2棟 4 2棟 約 1 . 7億円

＜ 境 川 流 域 に お け る 水 害 状 況 ＞

町田駅

４．H２８年８月の出水状況（台風9号）

東 京 都 管 理 区 間 1 0 . 5 ㎞

境川金森調節池
境川木曽東調節池

（境川クリーンセンター）

現場状況写真

＜鶴間1号橋上流＞

＜島橋上流＞

○気象情報 ： 大雨洪水警報 ４時５９分

○水防警報 ： 水防団待機 ９時２４分

水防団出動 １０時３０分

氾濫危険情報 １０時４１分

氾濫危険情報解除 １７時４２分

○降雨状況 ： 町田観測所 ４５㎜/hr

鶴間 〃 ５１㎜/hr

○水位状況 ： 境橋観測所 護岸天端下がり ６５㎝

鶴間 〃 〃 ８９㎝

（島橋上流 〃 約３０㎝ 現場で目視確認）

（鶴間一号橋下流 〃 約０㎝ 〃 ）

境橋水位観測所

鶴間水位観測所

町田駅

動画（約１分）



５．目標整備水準のレベルアップについて

こ れ ま で の 目 標 整 備 水 準

多 摩 部 ・ 区 部 ： １ 時 間 ５ ０ ミ リ 降 雨

〔 年 超 過 確 率 １ / ３ 〕

新 た な 目 標 整 備 水 準

多 摩 部 ： １ 時 間 ６ ５ ミ リ 降 雨

区 部 ： １ 時 間 ７ ５ ミ リ 降 雨

〔 年 超 過 確 率 １ / ２ ０ 〕

レベルアップ

現計画降雨（時間 5 0ミリ ）を超える降雨の経年変化
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昭和55年～
平成元年

平成2年～
平成11年

平成12年～
平成21年

平成22年～
平成31年（推定）

平成28年度まで
（実績）

38

※平成31年度まで降雨数は、28年までの
データを基に推定（5.4回/年）

時間50ミリを超える
豪雨が増加傾向

中小河川における都の整備方針（H2 4 . 1 1策定）、東京都豪雨対策基本方針（ H2 6 . 6改定）

６．６５ミリ整備（多摩部）の考え方

境川 １時間５０ミリに対応する
河道整備

○調 節 池 は 公 園 な ど 公 共 空 間 を 活 用 し 、 効 率 的 、 効 果 的 に 整 備
○ 調 節 池 整 備 に よ り 、 平 成 ２ ０ 年 ８ 月 の 被 害 も 解 消 す る こ と が 可 能

調節池

根岸橋 鶴瀬橋

上流
県管理
区間

下流
県管理
区間

調節池 調節池

境川木曽東調節池
（境川クリーンセンター）

約４．９万ｍ3

＜境川における調節池分散設置のイメージ＞

境川金森調節池

（各対策のイメージ）

○ １ 時 間 ５ ０ ミ リ ま で の 降 雨 は 、 河 道

で 対 応 。

○ １ 時 間 ５ ０ ミ リ を 超 え る 降 雨 は 、 川

沿 い に 分 散 設 置 す る 「 調 節 池 」 と

流 域 対 策 （ 貯 留 施 設 等 ） を 組 み 合

わ せ て 、 １ 時 間 ６ ５ ミ リ に 対 応 。

総量約７６万ｍ 3

役割分担

65
(75) 約5

（15）

※（ ）書きは区部

mm/hr



7．境川木曽東調節池の概要

【 概 要 】

・貯留量 ： 約4.9万m3

（25ｍプールで、約164杯分）

・形 式： 地下式（管理棟など、

一部は地上に設置）

・施工規模 ： 延長 約115m

幅 約60m

深さ 約22m

・付属施設：排水ポンプ

換気設備 他

・管理棟 ： 地上2階

（高さ＝約8.5m）

調節池整備箇所

※イメージであり今後変更する可能性があります。

越流堤
調節池断面図（イメージ）

境川

調節池
鉄塔

クリーンセンター（移転先）

管理棟

8．境川木曽東調節池完成イメージ

【鳥瞰図イメージ】（下流より）

※調節池上部の利用は今後町田市にて検討予定です。



9．施工手順図①

掘削・支保工の設置

STEP.4

山留工の設置 仮設構台の設置

STEP.1 STEP.2

山留工

STEP.3

掘削・グランドアンカーの設置

10．施工手順図②

STEP.8

躯体構築

取水施設の構築

STEP.6

ポンプ・換気設備等設置
管理棟の建築

掘削・支保工の設置完了

STEP.5

STEP.7



11．工事車両搬出入路について

施工ヤード

調節池

工事車両搬出入路

画像©2017 Google、地図データ ©2017 Google、ZENRIN

境川

既存の
出入口を利用

【安全対策】

工事車両の出入口は、

交通誘導員を配置して、歩行者・

自転車等の安全を確保します。

12．管理用通路（境川ゆっくりロード）の一時一部通行止め

調節池

迂回路

境
川
橋

管理用通路通行止め
（平成34年から平成35年までの

最長12か月間予定）

町田駅前通り

ひ
の
き
橋

越流堤
工事箇所

越流堤施工時 ： 管理用通路が一時一部通行止めとなります。

越流堤



13．各種対策

・ 建設作業に対する騒音規制の基準

⇒80～85ｄB（作業の種類により異なる）
・ 建設作業に対する振動規制の基準

⇒65～75ｄB（作業の種類により異なる）

法令に基づき、騒音・振動基準を順守

低騒音型、低振動型建設機械の標識ラベル

防音壁設置例

①低騒音型・低振動型、排出ガス

対策型建設機械を使用

②工事敷地内の外周部に必要に応

じて 防音壁を設置

③工事車両の通行は、法定速度の

順守、指導徹底

④工事現場内での散水を行う等、

周辺への粉じんの飛散防止

出典：メーカーカタログ抜粋

施工イメージ図（例）

クローラクレーン

山留工施工機械

バックホウ

作業時間は、８：００～１７：００の８時間（１時間休憩）を
想定しています。
作業工程や日々の作業内容は、看板等を設置し、
皆様にわかるようにいたします。

お知らせ看板の設置例

14．作業時間と作業工程のお知らせについて



15．工事スケジュール（予定）

調節池工事

クリーンセンター工事
（町田市施工）

説明会

準備工

平成37年度
（9年目）

平成34年度
（6年目）

平成35年度
（7年目）

平成36年度
（8年目）

平成29年度
（1年目）

平成30年度
（2年目）

平成31年度
（3年目）

平成32年度
（4年目）

平成33年度
（5年目）

事
業
説
明
会

工
事
説
明
会

移転先施設建設 既存施設解体

準
備
工
事
説
明
会

18

16．井戸分布調査について

井戸分布調査区域
500ｍ 調節池

後日、対象範囲のお宅全戸に調査のお知らせを投函させていただきますので、ご協力をお願いいたします。

【地下水調査】調節池工事に伴う、周囲の地下水（井戸水）

の水位及び水質の変化を把握するための調査です。



目標整備水準のレベルアップについて

・ 概ね30年後までに実現可能で、費用対効果が最大となる整備目標水準（Ｂ/Ｃ＝1.45）
・ 過去に５０ミリを超える雨で発生した水害（溢水）を概ね解消できる。
（既往113水害のうち、111水害を解消） …など。

これまでの目標整備水準

多摩部・区部：１時間５０ミリ降雨
〔年超過確率 １/３〕

新たな目標整備水準

多摩部：１時間６５ミリ降雨
区部：１時間７５ミリ降雨
〔年超過確率 １/２０〕

レベルアップ

現計画降雨（時間 5 0ミリ ）を超える降雨の経年変化

中小河川における都の整備方針（H24.11策定）、東京都豪雨対策基本方針（H26.6改定）

多摩部６５ミリ（区部７５ミリ）とした理由

（効果）
○調節池に洪水を貯留することで、調節池より下流の水位を低下させることが可能
○調節池を担保にして、調節池より上流の河床掘削が可能

境川に設置する調節池の効果

境川

調節池
調節池

調節池

水位

（平面配置のイメージ）

（上流県区間） （下流県区間）

（水位縦断のイメージ）

（基準点） （基準点） （基準点）（基準点）（基準点）

（基準点）（基準点）（基準点）
（基準点）

（基準点）

計画河床

下流水位が護岸を超えて、
溢れないよう洪水を貯留

調節池を担保に、
上流の河床掘削を実施

現況河床

本資料は、質疑応答で使用した資料です。



調節池の先行整備による効果

２５ミリ

５５ミリ

安
全
度

１０ ２０ ２５ ３０ ６０

下流県区間の５０ミリ河道整備

２５ミリ

５５ミリ

安
全
度

下流県区間の５０ミリ河道整備

都区間調節池整備

都区間
河道
整備

都区間
調節池
整備

都区間
河道
整備

○今後30年間は治水
安全度が向上しない。
（現況は30ミリ対応）

治水安全度の
早期向上効果

※５５ミリ＝河道整備（５０ミリ）＋調節池整備（５ミリ）
（残る１０ミリ分は、流域対策で対応）

＜下流県区間の整備を待つ場合＞

＜都区間の調節池を先行整備した場合＞

年数

３０ミリ

１０ ２０ ２５ ３０ ６０ 年数

○調節池を先行整備
すると、30年待たずに
早期に治水安全度を
向上できる。３０ミリ

本資料は、質疑応答で使用した資料です。


